
「『進撃隊』旗の寄贈」について

１．寄贈品　　　　『進撃隊』旗

　　　　　　　　　　戊辰戦争当時の会津藩の部隊の一つ「進撃隊」の旗

　　　　　　　　　　長さ１４０ｃｍ、幅３６ｃｍの木綿地に、墨書で書かれたもの

２．寄贈者　　　　三澤　勝彦　様（みさわ　よしひこ）　北海道北広島市在住

　　　　　　　　　※戊辰戦争当時の会津藩の部隊の一つ「進撃隊」の幹部だった旧会津藩士三澤与八の孫にあ

たり、この旗は三澤家の家宝として代々受け継がれたものである。

３．寄贈までの経過

　平成１６年　５月：会津若松市民親善交流事業で市長が北海道を訪問した際、上記寄贈者より「進撃隊の旗」が

現存し、三澤家にて継承されていることが判明

　　　　　　　７月：天守閣１層にて借用・展示開始（～１１月まで）

　平成１７年　７月：天守閣再建４０周年記念企画展にて借用・展示（～９月まで）

　平成２０年　９月：戊辰１４０周年企画展にて借用・展示（～１１月まで）

　　　　　　１２月：資料返却の際に三澤氏より寄贈の申し出有り

　平成２１年　６月：三澤氏より会津若松市へ寄贈

４．「進撃隊」について

　慶応 4年(1868)の戊辰戦争の際、西軍の先行部隊は母成峠から十六橋を突破して、8月 23日に城下へ攻め入りま

した。会津側は各国境方面へ部隊を送っていたので、城内の守りは手薄となっており、急遽城内にいた 20～35歳

の兵を召集して、
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衛門(200石)を隊長とする部隊を結成しました。翌日、この部隊を中心に組織された

のが｢進撃隊｣です。8月 29日、籠城戦の中でも最も激戦といわれる長命寺の戦いで、進撃隊は隊長以下ほとんど

の幹部を失い、その後は
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佐川官兵衛の部隊と合流して南方、さらに西方へと城外での抵抗を続けました。
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　進撃隊の一員として、長命寺の戦いでは幹部としてただ一人生き残りました。この｢進撃隊旗｣を懐に戦いを続

けましたが、会津藩降伏により、越後高田での謹慎を経て、斗南(今の青森県)へ移封となり、苦しい生活を送りま

した。その後北海道へ屯田兵として渡って開拓に尽力し、西南戦争へも出役しました。明治 13年には屯田兵とし

て初の将校に昇進するなど、とても秀でた人物でしたが、病に勝つことはできず、明治 24年に 48歳で没しまし

た。



進撃隊戦いの足跡

８月２４日発足時 ８月３０日以降

1 隊長 小室金吾左衛門 * 1 隊長 武井柯亭
2 副長 磯上内蔵丞 * 2 甲長 三澤与八
3 甲長 武井柯亭 3 甲長 服部常太郎
4 甲長 安藤監治 * 4 甲長 高木源次郎
5 甲長 三澤与八 5 一番鎗組 佃源治右衛門
6 甲長 梶原悌蔵 * 6 野村権之進
7 一番鎗組 佃源治右衛門 7 荒川類右衛門
8 野村権之進 8 村松初太郎
9 渡部彦太 9 鈴木勝治
10 城取伝之助 * 10 高田正作
11 篠崎幸助 * 11 平山捨之進
12 山口良助 12 兼子善助
13 菊地清之進 13 菊地忠蔵
14 阿部久三郎 * 14 林真之助
15 岡部清助 * 15 尾崎藤次郎
16 東条友記 * 16 長尾彦太郎
17 穴沢友吉 * 17 伊藤伝吾
18 桜田勇 * 18 三留又右衛門
19 斉藤長助 19 二番鎗組 小林薫之進
20 二番鎗組 高木源次郎 20 渡部多門
21 伊藤伝吾 21 穴沢最助
22 三留又右衛門 22 栗原市次郎
23 小林薫之進 23 山口良助
24 渡部慎助 24 菊地清之進
25 渡部多門 25 穴沢友吉
26 穴沢最助 26 小山万五郎
27 栗原市次郎 27 林田六郎右衛門
28 芦沢勇 * 28 一番炮組 田崎繁三郎
29 三番鎗組 赤羽八百吉 * 29 山田熊之助
30 荒川類右衛門 30 渡部彦太
31 林真之助 31 大竹義助
32 武井清兵衛 * 32 鹿目幸之助
33 斎藤八郎 * 33 叶沢幸助
34 村松初太郎 34 日下部三郎
35 竹内多一郎 * 35 五島慶之助
36 高田正作 36 佐藤祐之助
37 万力文助 * 37 斉藤長助
38 日下部三郎 38 橋本猪之太
39 平山捨之進 39 二番炮組 榊原建次郎
40 一番炮組 梶原豊記 * 40 沼田吉弥
41 飯岡庄太郎 * 41 箕輪忠之助
42 穴沢吉之助 42 牧野留五郎
43 羽入善吉 * 43 土屋庄助
44 宇南山壮慶 * 44 角忠三郎
45 山田熊之助 45 伊関重次郎
46 小桧山善治郎 * 46 菊地豊八
47 高橋源治郎 * 47 雪下松之進
48 大竹義助 48 湧井豊之助
49 長尾彦太郎
50 佐々木覚之進
51 飯束惣慶 *
52 高橋善太郎 *
53 斎藤岩治
54 板橋丑鉄
55 二番炮組 杉本弥治郎
56 小山万五郎
57 二瓶陶五郎 *
58 橋本猪之太
59 萩原政兵衛 *
60 榊原建次郎
61 坂内清蔵
62 岡田忠蔵 *
63 鈴木勝次
64 沼田吉弥
65 鈴木重蔵
66 佐藤喜七
67 箕輪忠之助
68 岡本勇八 *
69 山淵勇八
70 三番炮組 杉田進 *
71 斎藤幸助 *
72 鹿目幸之助
73 山口兵次 *
74 山口佐太郎 *
75 佐藤善之助 *
76 牧野留五郎
77 土屋庄助
78 角忠三郎
79 鈴木貞蔵 *
80 弓田豊次
81 古川宗三郎 *
82 五十嵐新助
83 伊関重次郎
84 菊地豊八
85 雪下松之進
86 斎藤善八
87 岩淵初太郎 *

進撃隊　隊士一覧（『荒川勝茂　明治日誌』より)

　　　
２９日
　長命
寺の戦
　　　
　５日
　住吉
川原に
て戦闘

　　　
　６日
　川原
町火災
に対応

　　　
　８日
　面川
村へ着
陣

　　　
１０日
　大内
村にて
交戦

　　　
１１日
　高田
村に着
く

　　　
１６日
　中田
・米塚
村へ

　　　
　１８
日　法
用寺村
にて交
戦

　　　
　１９
日　大
内村へ

　　　
　２１
日　田
島へ出
兵

　　　
（２３
日　会
津藩降
伏）

　　　
　２４
日　大
芦村出
陣の命
令

　　　
　２７
日　田
島へ引
き返す

　　　
　２８
日　会
津藩降
伏を知
る

「*」は８月２９日の戦いで戦士などにより隊から欠落

　８月２４日　結成　隊旗作成
　　　２６日　三の丸警備
　　　２９日　長命寺の戦
（組織改変）
　９月　１日　材木町など巡回
　　　　５日　住吉川原にて戦闘
　　　　６日　川原町火災に対応
　　　　８日　面川村へ着陣
　　　１０日　大内村にて交戦
　　　１１日　高田村に着く
　　　１６日　中田・米塚村へ
　　　１８日　法用寺村にて交戦
　　　１９日　大内村へ
　　　２１日　田島へ出兵
　　（２３日　会津藩降伏）
　　　２４日　大芦村出陣の命令
　　　２７日　田島へ引き返す
　　　２８日　会津藩降伏を知る
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